
静岡県森連静岡営業所市況速報

2406回

△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 6,000 5,900 944 3,800 ○ 11,400
3 14 10,000 10,000 590 10,000 ○ 柱目3.5寸取り 8,800

16-18 12,000 11,300 983 10,000 ○ 柱目４寸取り 8,600
す 20- 12,600 10,900 1,439 10,000 ○ 中目 8,900

4 8-11 250 250 - 250 ○ 本＠ 231
12-13 8,000 7,700 447 7,000 ○ 母屋取り 7,300

14 11,800 10,000 780 9,000 ○ 桁目3.5寸 9,600
16-18 11,800 10,900 1,264 10,000 ○ 桁目　4寸 9,000
20-22 16,300 11,900 2,094 9,100 △ 中目 9,200

ぎ 24-28 17,300 13,400 3,618 7,500 △ 中目 12,300
30-34 22,000 14,600 5,986 10,000 △ 二番玉節少 14,500
36- 53,000 26,200 9,331 - △ 根玉選木 15,000

6 16-18 15,500 15,400 2,254 13,000 ○ 通し柱 15,200
20-22 15,000 13,900 3,498 13,000 ○ 通し柱 14,300

2 20- 50,600 13,500 1,486 8,000 ○ 12,800
3 14 23,000 22,500 1,328 16,000 △ 柱目3～3.5寸 12,900

ひ 16 27,900 24,100 2,097 17,000 △ 柱目3.5～4寸 15,000
18-22 23,800 21,600 2,851 15,000 △ 柱目４寸取り 14,900

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 247 - 200 ○ 本＠ 260
12-13 13,900 12,600 731 6,600 △ 3寸取り 9,200

14 23,700 23,000 1,794 20,000 △ 土台目3.5寸 12,400
の 16-18 27,500 26,000 3,016 20,000 △ 土台目3.5～４寸 14,000

20-22 24,500 24,000 4,224 18,900 △ 中目縁甲取り 16,000
24-28 25,000 22,900 6,183 16,000 △ 中目 19,000
30-34 28,000 22,900 9,389 16,000 ○ 二番玉節少 24,600
30- 60,400 33,400 - - ○ 根玉選木 58,900

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 19,300
16-18 33,000 28,000 5,432 20,000 ○ 通し柱　４寸 30,000
20-22 34,000 32,200 9,338 30,000 ○ 通し柱　 27,500

7 16-18 35,000 35,000 - - ○ -
ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

11月6日 土場在庫 15台

《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 670 670 100.0%
ヒノキ 1,017 1,017 100.0%
その他 13 13 100.0%

計 1,700 1,700 100.0%
《つち情報》

　『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/ 次回の『つち』　12月30日（月）～1月１３日（月）

平成25年11月7日

落　　　札　　　価　　　格

《総じて強含み！》
スギ、ヒノキ共総じて強含みで取り引きされた。特にヒノキ
角取り材は、ここ１ヶ月徐々に値上がりはしてきたが、ここ
に来て一段と急騰した。９・１０月と台風等の影響？？によ
り出材量が全国的に激減、あわせて、国産製材品の需要
がここ２～３週間に急激に増えてきたことが原木の急騰に
繋がったと考えられる。住宅市場のパイが限られている
中、外材・集成材との価格競争において国産無垢製材品
が対抗できているということだろう。
このような状況は今暫くは続くと思われるが、供給量の減
少と価格の上昇がこのまま続けば、いつ外材等にシフトし
てしまうのか非常に心配なところである。今の追い風を確
実なものとするためには、なんといっても市場が要求する
量を安定的に供給していくことが鍵となる。原木の出荷を
心よりお待ち申し上げます。


